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10 教育費

01 教育総務費

02 事務局費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計
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にこにこサポート支援事業 ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

5,9400000

5,9405,9407,0621,122

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

1 5,940報酬

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

別支援教育支援員」を配置することにより、児童生徒の障害に起因する学校の課題の解消
を図る。

(1)事業計画

配置による支援を行うなど課題の解消に向けて緊急に対応する必要がある。
学校が充分な対応がとれず、学級崩壊や学校不適応等の深刻な状況が見られるため、人的
可能となるよう国は地方財政措置を行いました。本市においても、障害のある児童生徒に
が位置づけられる中で、発達障害のある児童生徒を含めて支援を行うため支援員の配置が
　学校教育法の改正等を受け、障害のある児童生徒に対して必要な支援を学校は行うこと
(2)事業の必要性

　障害に起因した学校生活上の介助や学習支援が必要な児童が在籍している学校に、「特
(1)事業の概要

3-(2) 8特別支援教育の充実

解消を図ることができる。
　発達障害の子どもの対応を行うことにより、学級崩壊や学校不適応等の学校課題の
(2)事業効果
　④配置校　現況の1名を増員し、小学校7校と中学校３校の１０校に配置　
　③事業費　5,940千円(報酬) @1,100円×600時間（10月～3月）×9人
　②報酬は、勤務実態に応じて1時間あたり1,100円を月単位で支出
　①配置されている特別支援教育支援員９名を増員し１０名とする。

学校教育法７５条、発達障害者支援法８条

　すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 01項 02目 03500000事業 1頁


